
時間 15時間

単位 1単位

＜授業のねらい＞

　　　　・公衆衛生を学ぶにあたって

　　　　・公衆衛生の理念、公衆衛生とは何か

　　　　・公衆衛生のしくみ

　　　　・地域保健

　保健衛生の基本内容、生活者の健康の保持・増進に対応した法制度および保健活動について理解す
る

　　　　・精神保健、歯科保健

＜講義内容＞

①担当：藤原　　8時間

　　　　・環境と健康（地球規模の健康と環境、身のまわりの環境と健康）

　　　　・国際保健

　　　　・保健統計

　　　　・集団の健康をとらえるための手法－疫学

　　　　・難病支援・障害支援

講  義  概  要
科目名 公衆衛生学

担当講師 ①藤原　敦子（看護師実務経験10年）　②市役所健康推進課職員（保健師）

2学年

　　　　・感染症対策

　　　　・学校と健康

　　　　・職場と健康

　　　　・健康危機管理・災害保健

②担当：市役所健康推進課保健師　　2時間

　　　　・世界の公衆衛生の歴史/日本における公衆衛生

　　　　・ヘルスプロモーション

　　　　・公衆衛生を看護に取り込む力

　　　　・公衆衛生の活動対象

0

②担当：市役所健康推進課保健師　　2時間

　　　　（政策展開、国と地方自治体の役割、専門職のはたらき、住民と協働）

②担当：市役所健康推進課保健師　　2時間

　　　　（母子保健、成人保健、高齢者保健）

#REF!

＜教科書・参考書＞

系統看護学講座　専門基礎分野　公衆衛生　健康支援と社会保障制度③　医学書院

40

＜評価方法＞

＜配点＞

100点

　筆記試験　全範囲について①担当が試験問題を作成する

　15時間のうち1時間を試験に充てる


